
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年９月３０日 

学 校 だ よ り   東京都立石神井特別支援学校 
校長 中島 由美子 

厳しかった夏の暑さを耐え、実りの秋を迎えました。新米がおい 

しい季節、今年の新種『なつひめ』をいただきました。夏の暑さに 

負けない強い稲を作ろうと品種改良の末、新潟米『なつひめ』は 

誕生しました。「高温耐性」を備え、暑さの中でも早く成長して 

黄金色の稲穂を実らせる姿が「お姫様」に見立てられています。 

このようにその時々の環境に応じて必要とされることや求められる 

ことは変わりますが、より良いものにしようとする思いや志は変わらず、大きな革新を生み

出す原動力にもなります。変化や進化を繰り返す際には良い出会いが訪れます。学校では、

これまで経験のないことや少し苦手なことにも友達や教員と一緒に少しずつ取り組み、達成

感や自信を育んでいます。子供たちはいろいろな人と関わる経験の中で葛藤しながらも、好

きなことや得意なことを見つけ伸ばしています。内に秘めている願いや可能性（才能）を引

き出していけるよう環境設定を行ってまいります。今年の後半も子供たち一人一人の成長す

る姿に出会えることを願い、歩（ほ）を止めることなく取り組んでいきます。 

10月に設定されている個人面談では、前期の学習の到達状況と後期の指導計画について、

保護者の皆さまと意見交換しながら子供たちの明日の成長につながる時間を共有したいと

考えております。お子様の日々の関わりや成長について、日頃感じられていらっしゃること

などを是非お話しいただきますようお願いいたします。 

季節の変わり目となり、感染症にも留意しながらしなやかな心身を鍛える秋、日常の学習

に加え、学年によっては遠足や宿泊行事、進路などの取組もあります。ご準備いただくこと

も多いかと思いますが、引き続きご協力をお願いいたします。 

熱中症対策とし

て、タープ(日よけ)を購入しまし

た。農園芸班の作業学習で活用し

ました。 

冷風が心地よいスポットクー

ラーは子供たちに人気で大活躍

しています。日差しの強い教室に

は遮光カーテンを設置しました。 

9/25(金)中学部 2年生が地域と連携した防災訓練に取り組みました。 

午前中は練馬区防災学習センターに行き、初期消火や地震体験。午後は体育館で電気のな 

い中での生活（暗闇体験）や防災食(カレーライスとライスクッキー)を味わいました。 

石神井警察署の方や交流校の石神井台小学校の校長先生が参加してくださいました。 

地震だけでなく台風や大雨にも備えて準備していってほしい、新聞紙で作った食器やコッ 

プを小学生にも紹介したいなど、講評もいただきました。ご参加ありがとうございました。 

保護者の皆様には、災害時を想定した安否確認の連絡シミュレーション訓練へのご参加・ 

ご協力をありがとうございました。「全員無事です」などの返信もいただき安心しました。 

今夏の取組 非常時の訓練 

9/10防火扉を 

通過する訓練 

(廊下にて) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■就業体験について 

本校では、小学部 5年生から、将来の社会参加や進路を見据えた就業体験に取り組んでい

ます。中学部 1年生は近隣のスーパーマーケットを見学し、地域にはさまざまな仕事や働く

場があることを学びます。2年生は、高等部の先輩から清掃の方法を教わるほか、就労継続

支援B型事業所で作業を体験し、働く上で大切な態度や技能を少しずつ身に付けていきま

す。3年生は、2か所の就労継続支援B型事業所で作業を体験します。中学部の 3年間で合

計 3か所の事業所を訪れ、さまざまな仕事に触れながら、自分の将来や卒業後の生活につい

て考える機会としています。 

今年度、中学部3年生は、6月 30日（火）に就労継続支援B型事業所「白百合福祉作業

所」で就業体験を行いました。事前学習では、仕事をする上で大切なこととして、「あいさ

つをする」「丁寧に作業する」「分からないときは聞く」の 3点をみんなで確認しました。当

日は、ボールペンの箱折りなど、難しい作業にも一生懸命挑戦しました。施設の方の説明を

しっかりと聞き、一つ一つの工程に丁寧に取り組む姿からは、生徒たちの成長が感じられま

した。2年生のときに「やすらぎラウンジ」で体験した箸の鞘入れと比べ、「難しかった」

「また挑戦したい」と前向きに振り返る生徒もおり、それぞれにとって実りある体験となり

ました。 

就業体験は、見学や実際の作業を通して働くことへの理解を深め、自分の得意なことや頑

張りたいことに気付く大切な学習です。初めての場所や作業に緊張しながらも、一歩ずつ取

り組む経験が、自信や将来への希望につながっていきます。企業や就労継続支援B型事業所

など、進路先で大切にされていることについては、9月 15日発行の進路だよりでも紹介し

ていますので、併せて御覧ください。今後も、一人一人の成長を大切にしながら、卒業後の

生活や進路を思い描けるよう、丁寧に学習を進めてまいります。 

（進路指導部 藤野 絢子） 

 

 

 

 

 

 


